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四万十帯の軟体動物ファウナの再検討
　　第３報　高知県四万十帯（白亜系）の有岡層・
　　　　　中村層・須崎層の二枚貝化石
　　　　甲　藤　次　郎・田　代　正　之
A Study on the Molluscan Fauna of the Shimanto
　　　　　　　Terrain,Southwest Japan
　Part 3 : On the bibalve fauna from the Arioka, Nakamura and
Susaki Formations in Shimanto (Northern) Terrain, Kochi Prefecture
JiroKatto and Masaynki Tashiro
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．は　じ　め　に
　筆者らは，先に高知県須崎北方の仏像構造線南縁に沿って分布する四万十帯北帯心堂ヶ奈路層か
ら産する下部白亜系二枚貝について報告したが（甲藤・田代, 1978) ,今回は高知県西部の同北帯
中の有岡層・中村層・須崎層産の二枚貝化石について報告する･　ぺ
　高知県南西部の宿毛～中村付近では，四万十帯を白亜系の北帯と古第三系の南帯とに大きく二分
する安芸～宿毛構造線北側の中筋構造帯（甲藤, 1977)およびその周辺地域に分布する有岡層と中
村層から，一般に大型化石（軟体動物）の産出に乏しい四万十帯にとっては，部分的ではあるが比
較的保存のよい二枚貝や巻貝まれにアンモナイト化石を産することが知られている（甲藤, 1961・
1977) .　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　一方，四万十帯北帯の須崎市樽付近の須崎層からは，保存か悪くかなり変形しているが，アソモ
ナイトの報告がある．この他にも散点的に，幾程かのイノヤラムス化石か，土佐市の南方や窪川・
田野々付近から知られている（甲藤, 1961；Matsumoto et a)., 1952・1969) .
　ここに報告する化石は，筆者の一人甲藤がこれまでに採集したもののうち，特に二枚貝につ･いて
両者で再検討したものである．さらに筆者らは，これらの同定した化石をもとに.本邦の他地域の
中生界との対比を試みたので，その結果をここに報告する．
２。化石産地とその化石
　有岡層・中村層・須崎層の化石産地と，その同定可能な二枚貝化石は次の通りである．※印は頭
足類化石である．なお，同化石産地の位置は第１図に示す．
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て訂正する．なお，昭和55年３月発行予定の高知大学紀要に本誌の既刊の目録を掲載予定である)
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　四万十帯の軟体動物ファウナの再検討（３）（甲藤・田代）
一一　　一一一一
Ａ。有　岡　層
　１．手代岡（宿毛市）
　　　　Acila (Truれｃａｃｉｌａ）ciｒ. ｓhiTnojtＴｎｅｎｓiｓTASHtRO
　　　　"Thｙａｓiｒａ　n . sp･
　　　　Ｊｎｏｃｅｒａｍｕｓｐ.
　　　　Ａｃz･Zα（ＴＴＵｎｃａｃｉｌａ）Sp.
　　　　Ｐａｒｕａｍｕｓｓiｕｍ　ｓｐ，Ａ
　　　　ＦｅｒｉｂｌｏｍｙａｎａｇａｏｉICHIKAWA and Maeda
　　　　＊Ｂａｃｕlitｅｓsp. aff.召．ｒ。ｚ Anderson
　２．小　島
　　　　Acila (Tr･ｕｎｃａｃｉｌａ)cfr. shtmoji･ｍｅれＳＩＳTashiro
　３.国　見（中村市）
　　　　Ｎａれ○れａ伍ｓ ｅｌｏｎｇａtｕｓａｍａｆｅｕｓｅｎｓtｓTashiro and Otsuka
　　　　ﾌｧloceramus sp., aff. 7.ｇｏｌｄｆｕｓｓｉａｎｕｓd'Orbigny
　　　　Ｉ. ｓhifeotａｎｅｎsisNagao and MATSUMOTO
　　　　Ｉ，balticｕｉ　kｕｎｉｍｉｅｎｓｈNagao and Matsumoto
　　　　Ｉ，halticｕｚ balticｕ％ BOHM
　４．鹿　島（宿毛市）
　　　　　Thｖａsiｒａ　n . sp.
　　　　　lｚｕｍｉｃａｒdial）αΓひａ･ICHIKAWA and Maeda
　　　　　ＰｅｒibloｖｉｙａｎａｇａｏｉICHIKAWA and Maeda
　　　　　Mytilus ｓｐ･
　５．コブの木
　　　　　Ｖｏｈｅｌｌａ（?) sp.
　6.江ノ村
　　　　　７．｡batticｕｓ’baltｔｃｕｓBOHM
　　　　　ＮａｎｏｎａｔiiｓｅｌｏｎｇａｆｕｓａｍａｋｕｉｅれｓiｓTASHIRO and Otsuka
　７.大道坂
　　　　　Ａｃｉｌａ（Ｔｒｕｎｃａｃｉｌａ)sp.
　　　　　Ｐ ａｒｖａｍｕsｓiｕｍsp. Ｂ
　　　　　ＰｅｒｉｂｌｏｍｙａｎａｇａｏｉICHIKAWA and Maeda
　８.天神　（宿毛市）
　　　　　Ｓｙｍｂｏｐｈｏｌａｓｐ.
Ｂ．中　村層
　９．本城山
　　　　　ＮａｎｏｎａｘjisｅｌｏｎｇａtｕｓａｍａｆｅｕｓｅｎｓiｓTASH[RO and Otsuka
　　　　　乃zθじｇΓamus sp. aff. /. vanuxemi Meek and Hayden
　　　　　Ｉ，ｓhifeotａｎｅｎｓiｓNagao and Matsumoto
　　　　　I. sp. cfて，I. balticｕｓ ｈれｉｍｉｅｎｚiｓNagao and Matsumoto
　１０.平　野
　　　　　Nanonavis ｅｌｏｎｇａtｕsａｍａｋｕｓｅｎ％iｓTashiro and Otsuka
　　　Ｐａｒｖａｍｕｓｓiｕｍ ｎ. sp.
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坂　本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　Iれｏｃｅｒａｍｕｓsp. aff. /.btｃｏｎｓtｒｃtｕｓI ML AY
二　宮
　I、balttｃｕs baltｉｃＭＳBOHM
　Ｎａｎｏｎａ-ｕiｓｅｌｏｎｇａtｕｓａｆｎａｆｅｕｓｅれｓiｓTashiroand Otsuka
13.間
　　　Acila (Ｔｒｕｎｃａｃｉｌａ)sp.
　　　gastropods、gen. et sp. indet
14.影　地
　　　Ａｂｈｒｏｄｉｎａｃｌｒ、iｚｕｍｅｎｓisICHIKAWA 叫ｄ Maeda
１５．佐　田　　　　　　　　　　　　　　　　　　、.
　　　Ａｂｈｒｏｄtｎａｃ?ｒ.iｚｕｍｅｎsisICHIKAWA and Maeda
　　　ＰｅｒｉｂｌｏｍｙａｎａｆｆａｏｉICHIKAWA and Maeda
16. yヽソウダ
　　　Ｓｏｌｅｍｙａ　n. sp.
　　　ｌｎｏｃｅｒａｍｕｓｓｐ.、cfr. /. hetonaianus MaTSUMOTO Ｍ. S
　　　＊Glｙｐtｏｘｏｃｅｒａｚsp. aff. G.ｉｎｄｉｃｕｍHOBES
１７．野　地（宿毛市）
(頁 岩）
????
(凝灰質頁岩)
(凝灰質頁岩)
(石　灰　岩)
??????
(石灰質頁岩)
(黒色頁岩)
(黒色頁岩)
　　　　*Gaudり,g:。Γαsp.
Ｃ.須　崎　層
　18. if
　　　　　Ｍｅｓｏｍｙlthn. sp.
　　　　　Solemya sp.
　　　　＊StolicｚｋａｉａｎｏtｈａSeeley　　　　　　　　･ｊ
　１９．竜　崎
　　　　　771ひceramu∫sp. aff. COれｃｅｎtｒicｕｓPerkinson
　２０●　窪　川　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
（転　石）　（砂質頁岩）
　　　Ｉｎｏｃｅｒａｍｉ£ｓｄｒ、ａｍａｆｅｕsｅｎstｓNagao and ＭＡアSUMOTO
２１．萩　岬
　　　ｌｎｏｃｅｒａｍｕｓｐ｡
22●若井川　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ
　　　Iれｏｃｅｒａｍｕｉsp. cfr. mihりε刀∫is Matsumoto
２３．久保川
(黒色頁岩)
(黒色頁岩)
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(砂　岩)
(黒色頁岩)
(黒色頁岩)
　　　　　Ｉｎｏｃｅｒａｍｕｓ　ｓｐ.　ａｔｔ.　balticｕｓtｏｙａｊｏａｎｕｓNagao ａねｄMatsumoto （黒色頁岩）
　24.昭　和
　　　　　Ｉｎｏｃｅｒａ?ｍｕｓSp.　ciｒ.　I.　balttｃｕｓlo:ｙａｊｏａｍ£ｓNagao and Matsumoto
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（黒色頁岩）
　25.津　賀
　　　　　I. 　halticｕｓ tｏタａｊｏａｎｕｓNagao and Matsumoto　　　　　　　（黒色頁岩）
　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｊ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．産出化石の考察
上記の有岡層・中村層・須崎層から得られた化石のうち，有岡層・中村層産の両者にはかなり共
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第２図　主要化石のrangeとその地質時代
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CAMPANIAN MAASTRICHTIAN
LOW. UP. ＬＯＷ、 ＵＰ．･．
Acila (TruTic。cila) sfii-mojimensis Tashiao × × ×
I>!ano7iaviselongatus amakusensisTashiro and Otsuka ×
Parvamussium avjaienseICH IK AW A and Maeda × × ×
p. n. sp. ×
InoceramusshihotanensisNagaoand Matsumoto ×
I. halticushalticusBOHM × ×？
I. balticus toyaioanusNagao and Matsumoto × ×？
I. hetonaia刀ｚｊ∫Matsumoto, M. S. ×
I. biconstrtctusIMLAY ×
7.Diinu工emi Meek and Hayden ×
Aphrodina izumensis ICHIKAWA and Maeda ×
Izwnicardia parva ICH IK AW A and Maeda ×
PerJfcloOT:yanaga。iJ ICHIKAWA and Maeda
×
K6a 1 K6a 2 K6a 3 K6b 1 K6b 2
HETONAIAN
通する化石が知られているので，両者を一括して記述する．
　１．　有岡層・中村層産出化石
　有岡層・中村層に共通して目立つ二枚貝化石には，イノセラムスの数種とナノナビス（多歯目二
枚貝）があげられる．
　イノ七ラムスは，ほとんどＩｎｏｃｅｒａｍｕs（Ｋｎｄｃｏｓtｅａ）balticｕs ｓ ， 1，に近縁なものが多い．中
村市国見の有岡層産の7.（瓦）halticｕｓ feiｔｎｉｉｎｉｅｎsisは，本産地が複式産地である（ＮＡＧＡｏａｎｄ
Matsumoto, 1938).また筆者の一人田代は，本種（亜種）に相当するかあるいは類似する標本
を，熊本県天草下島地方の牛深市大島の上部白亜系・姫浦層群上部亜層群下部の上部（カンパニア
ン上部）から報告した（田代・野田, 1973)･
　また同国見や本城山の中村層産のIれｎｃｅｒａｍｕｓ shifeotａれｅｎｓiｓは，マストリヒシアン下部の帯構成
者として知られている（ＭＡＴＳＵＭＯＴ０，1977）.　これは，国見・本城山付近の有岡層・中村層中
に，マストリヒシアンの下部付近が存在することを示している･
　また本城山から出る肋のつまったＩｎｏｃｅｒａｍｕs balticｕｉ型のイノセラムは，最近北部メキシコ付
近のマストリシアンから記載されたIれｏｃｅｒａｍｕｓ, ｖａｎｕエｅｍｉ(WOLLEBEN, 1977)に極めて近似し
た標本である．
　中村層のハソウダ産のイノセラムスは，北海道の函渕層群の最上部近くからでるＩｎｏｃｅｒａｍｕs
　（Ｓｂｈｅｎｏｃｅｒａｍｕｓ？）ｈｅｌｏｎａｉａｎｕ＾　（マストリヒシアン上部）か，あるいは和泉層群の畦ノ谷層か
らでる/. (S. ) cfr.hetｏｎａｉａｎｕs　に似た同心円肋をもっている．標本の頭部が不完全なため同定
は困難であるか，和泉層群畦ノ谷層は，カンパニアンの最上部か，マストリヒシアンと考えられて
いる部分である（両角, 1978) .
　54　　　　　　　　　高知大学学術研究報告　第28巻　　自然科学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
　ナノナビス類は，本邦ではカンパニアン下部まで比較的小型であり，そめ生存期間は長い．たと
えばアプチアン～アルビアンのＮａｎｏれａ蛍ｓ ｙｏｋｏｙａｖｔai， コニアタアン～カンパニアン下部のＮ。
ｓａｃｈａｌｉｎｅｎsisかある．しかしカンパニアン上部からブストリヒジアンには殼のふくらみが強くな
り大型化し，その生存期間は比較的短く種類か多くなる(Tashiro, 1976 ； 田代・山本, 1978
M.　S）.　たとえば北海道の上部エソ層群，九州の姫浦層群上部亜層群や和泉山地の和泉層群のカ
ンパニアン上部のＮ. bｒｅでiS，和泉層群・姫浦層群上部亜層群のカンノ々ニアン最上部かあるいは
マストリヒシアンの7V.ａｖｕａｎａれＵＳ，和泉層群・函渕層群・姫浦層群上部亜層群のマストリヒ
シアンから知られるＰｌｅｕｒｏｇｒａｍｍａtｏｄｏｎ ｉｐｒｅｎｄｅｎｃｅ，Ｎ，ｅｌｏｎｇａ£ｕｓｅｌｏｎｇａｌｗ（=Ｐ ａｒａｌｌｅｌｏｄｏｎ
（Ｎａｎｏれavis')ｅｌｏｎｇａtｓｕ Nagao and ＯＴＡＴＵＭＥ），　Ｎ.　ｅｌｏｎｇａtｕsａｍａｆｅｕｓｅｎｓtｓ，Ｎａｎｏｎａｔitｓtｕｒｇｉｄａ
などがあげられる．
　有岡層の国見・江の村，中村層の本城山・平野・二宮産の標本は，いずれも上記のうちのＮ.
ｅｌｏｎｇａtｕｓａｍａｋｕsｅｎｓiｓ　に同定される．本種は模式地の天草では，姫浦層群上部亜層群最上部層の
中部のマストリヒシアン最上部と思われる部分から知られるものである．
　有岡層の手代岡・鹿島・大道坂と，中村層の佐田産のＰｅｒｉｐｌｏｍｙａ ｎａｚａｏｉ（゜Ｐ
.　elliμｉｃａ）は，
本種の模式地北海道穂別地方の牛ウス谷（函渕層群上部層）で･は
■
/. (5.)ｈｅtｏｎａｉａｎｕｓ　の密
集層よりも数ｍほど下位の砂岩から産出する．また和泉層群では，木種に著しく類似した亜種
Ｐ，ｎａｇａｏｉ ｂｒｅｖiｚカ≒和泉層群の上部（マストリヒシアン）から報告されている(ICHIKAWA and
Maeda, 1958).本種はまた北海道の根室地方の根室層群厚岸層（マストリヒシアン上部）から
も産出する（ＴＡＳＨＩＲＯｉｎ Matsumoto and YOSHIDA, 1978)･
　この他に，有岡層と中村層の地質時代を推定するのに有効と思われる化石に，鹿島の有岡層産の
Iｚｕｍｉｃａｒｄｉａｐａｒｖａや，佐田・影地の中村層産のＡｂｈｒｏｄｉｎａＣｉｒ.　iｚｗｒｎｅｎsiｓかある．両者とも和
泉層群の上部から記載されているもので，前者は最近根室層群厚岸層からも確認されている．
　有岡層の手代岡・小島産のAcila (Ｔｒｕｎｃａｃｉｌａ）ｉｈｉｍｏｎｍｅｎｎｓ，中村層の平野産のＰ ａｒｕａｍｉｔｓ-
Slｕｍ ｎ. sp.,大道坂産のＰａ７･'ｏａｍ.ｕｉｓiｕｍ sp. Ｂは，その生存期間はかなり長いと思われるが，
A. (T.)ｓｈｉｍｏｊｉＴＴｉｅｎｓiｓは，姫浦層群上部亜層群のカンパニアン上部からマストリヒシアンに出て
いる(TASHIRO, 1976).中村層平野のp. n. sp.は，愛媛県松山市の和泉層群基底部（カンパ
ニアン上部）から産出する標本(Tashiro, 1976によりＰ，ｃｏｖｕｂｅｒii ｙｕｂａｒｅｎｓiｓとして記載され
たものの１つ】に極めて似ており，模式的なｙtibaｒｅｎｓiｓ　とは内肋か強く，表面装飾もはっきりし
ている点で異なっている．
　有岡層・中村層産のアンモナイトは，手代岡（有岡層）,のＢａｃｕlitｅ％ sp.　ａ≪.　Ｂ. rex.ハソウダ
　（中村層）のGlｙｐtｏｘｏｃｅｒａｓ sp. aff. G.ｉｎｄｉｃｕｍや野地（中村層）の転石より得られたＧα?ワー
αΓas sp.などがある．これらはいずれもカンパニアンからマストリヒシアンに知られるものに近
いものである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツ
　既述の化石の他に，有岡層の手代岡と鹿島から比較的多産する二枚貝化石Th＼iaｓtｒａn. sp.が
ある．
　タイアシラ類は，白亜紀の後期サソトニアン付近から出現する二枚貝であり，本邦ではその古い
種の１つと思われるものが，九州の姫浦層群下部亜層群中部層に知られる(Tashiro, 1978).北
アフリカやカムチャッカのセノニアンや北アメリカのカリフォル４７や中央部のカンパニアンから
マストリヒシアンにも報告かある(Anderson, 1958 ； Freniex, 1977 ； Kauffman, 1969)･
　しかし，これらのタイアシラはいずれも有岡層産の種に比べ,･はるかに･小型である．一方，デン
マークやグリーンランドの古第三系基底部のダエアン階には，大型のタイアシラの化石帯が知ら
れ，重要な示準化石とされている(ROSENKRANT, 1970).
　有岡層の標本は，上記の白亜紀産のものよりも，このダエアンの種に近い．
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　以上のように，有岡層と中村層産の化石はＳｏｌｅｍｙａn. sp.,Ｃｙｍｈｏ♪hla 　％p. や同定不能な標
本を除けば，いずれもカンパニアン上部から‘マストリヒシアンに出現するものであり（第１図参
照），その中でもＩｎｅｃｅｒａｍｕs shikotａｎｅｎｓiｓ， I.　halticｕｓ，I.hetｏｎａｉａｎｕｓ，Ｎａれｏｎａｔiiｓ ｅｌｏｎｇａはｓ，
Ｐｅｒｉｂｌｏｍｙａｎａｇａｏｉなどは，マストリヒシアンにのみ知られるものである．
　またダエアン型に近いタイアシラが出現していることから推定して，有岡層および中村層の化石
産出層準は，いずれもマストリヒシアンに対比され，両者はおそらく同時異相の関係にある．さら
に有岡層の分布域の一部にはダエアンに及ぶ部分が存在するのかもしれない．
　有岡層と中村層分布地域の北半部の西方延長か，あるいは両層より北側に相当する部分の西方延
長にあたる地域の愛媛県御荘町西組付近の御荘層からはＩｎｏｃｅｒａＴＭＭＳ ｘhmidli，I.　ｙｕａ％aiなどの
カンパニアソ上部のイノセラ･ムス化石が知られている(NODA, 1974).おそらく御荘層は，有岡
層・中村層の下位か，あるいは，有岡層・中村層で比較的に化石の少ない北半部の一部に対比され
る可能性がある．しかし，これらの層序関係については，今後の詳細な野外調査が必要である．
　　２．須崎層産化石
　須崎市樽ノ滝付近から産出する貝化石のうち，所属明確な二枚貝はＳｏｌｅｍｙａn. sp.,Ｍｅｓｏｍｌtｈａ
n . sp.の２種であり，いずれも新種と思われる．この両属の生存期間はいずれも長く，地質時代
の決定には殆んど無効に近いものであると思われるが，そのうちＭｅｓｏｍｌtha属は一般に白亜紀
よりもジュラ紀に多く記載されているもので，上部白亜系には筆者らの知る限りではその記載は
ない．したがって，本地域の須崎層は，伺産地より産したアンモナイト化石のStｏＨｃｚfeatａ ｎｏtｈａ
Seeleyが上部アルビアンを示しているとされていることに矛盾しないという事が云える程度で
ある．
　最近この樽ノ滝付近の東方延長部付近にあたる須崎市今川内付近のシャールスタインからセノマ
ニアン下部の放散虫化石が報告されている（中世古ら, 1979).
　土佐市南方の竜崎・萩岬から知られるイイセラムス化石は，保存が悪く種の同定か困難である
が，そのうち竜崎産は，熊本の御船層群下部層（セノマニアン上部）から出る　Iれｏｃｅｒａｍｕs ｃｏれｰ
ｃｅｎtｒicｕs　に著しく似た表面装飾がみられる（田村・田代, 1969 ； TamuRA, 1976 ； TAMURA
and Matsumura, 1975)がI. 　ａｎｄｉｃｕｓの可能性もある．
　この竜崎西方延長部のシャールスタインか，前述のセノマニアン下部の放散虫化石帯に近い層準
にあると思われる．
　竜崎・萩岬の両産地よりも北側には，半山層とよばれる砂岩優勢な地層が分布しており，土佐市
南方の浅井や新居の砂岩からは，アルビアン上部のアンモナイトが報告されている（ＭＡＴＳＵＭＯＴＯ
and HIRATA, 1968).したがって土佐市南方の半山層と須崎層及びその西方延長部（樽付近を含
めて）には，上部アルビアンからセノマニアンに及ぶ地層群があると考えてよさそうである．
　ところが，上記の部分より南側の須崎層とされている部分で，横浪半島のシャールスタイン及び
チャートからネオコミアン（中世古ら, 1979)の，また須崎市西南方の久礼近くの凝灰質頁岩（産
地：ｇ）からは，コニアシアンからサントニアン（中世古, 1979)の放散虫化石が知られている．
　したがって，須崎市の南側の須崎層中には，ネオコミアン～サントニアンに及ぶ長大な時間の堆
積物が混在しているか，またはその中間部が大巾に欠如しているかのいずれかが予測される．
　かつて著者の一人甲藤(1960)が，野々川層と命名した幡多郡田野々町付近の須崎層から，わず
かに知られるイノセラムス化石はＩｎｏｃｅｒａｍｕｓ balticｕｓtｏｙａ]ｏａｎｕｓと思われるので，おそらくこの
部分には，浦河統～下部ヘトナイ統下部が存在する可能性がある．同゛野々川層″の東方延長部に
位置する窪川から産するInocerαm.us aff. amakusensis (サントニアン）は，その推定を支持して
いる．　従って，かつて甲藤(1960)が野々川層″とした部分の須崎層は，やはり北側の須崎層
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（甲藤, 1960)とは異なったユニットと考えた方がよさそうである．そしてその時代は前述の如く，
浦河統中部～下部ヘトナイ統下部である可能性が強い･　　　　　．．
　以上述べた有岡層・中村層・須崎層の層序学的，堆積学的研究については，堂ケ奈路・半山層を
含めて，甲藤・田代・平・岡村により調査を進めているので，別の機会に報告の予定である．な
お，本論文で紹介した化石の古生物学的記載は別途報告の予定である．
　また最近筆者らは，荻岬（産地21の近く）からアルピアン上部から下部セノマニアン下部を示す
アンモナイト(Marshallites SP.)を得た．また田代の卒論指導學生である青木隆弘君は，高知市
東方の仏像構造線のすぐ南側の香我美町上組付近から多量のイノセラふス化石を採集した．これら
の化石についてはさらに検討を加えた上で別途報告の予定である，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．お　わ　り　に
　四国の四万十帯北帯の有岡層・中村層からでる二枚貝やアンやナイト化石は，同定不能な標本と
数種の新種と思われる標本を除けば，いずれもカンパニアン上部から々ストリヒシアンに知られ
ているものであり，その中でも　Ｉｎｏｃｅｒａｍｕｓ ｓhifeotａれｅｎｓis，Ｎａｎｏｎａｗiｓ ｅｌｏｎｇａはｓａｍａｆｅｕｓｅｎｓiｓ，
Ｐｅ７･ｉｂｌｏｍｙａｎａｇａｏｉ. IｚｕｍｉｃａΓｄｉａｐａｒｖａ, ＡｐｈＴｏｄｉｎａ　iｚｕｍｅｍｉｓは，本邦のマストリヒシアンに
その産出が限られているものである．
　したがって，有岡層・中村層の化石産地付近の地質時代はマストリヒシアンであり，有岡層・中
村層には同時異相の関係にある部分が存在すると思われる．
　かつて甲藤(1960)によって，野々川層と命名された高知県田野々地区の須崎層の一部から産す
るイノセラムスは， Ｉｎｏｃｅｒａｍｕs batticｕｓ tｏｙａｍａｎｕsタイプのものであり，本田野々地区の須崎層
には，浦河統～下部ヘトナイ統下部か存在する可能性を示唆しているので，やはり模式地付近の須
崎層とは区別されるべき地層であろうと思われる．
　須崎層産の二枚貝化石については，地質時代決定に有効な二枚貝化石は同定できなかったが，現
在の須崎層（野々川層を含めて）の中には，わずかに知られるアンモナイトやイノセラムス，或い
は放散虫化石の報告などから考えると，下部白亜系（ネオコミアン）から上部白亜系（サントニア
ン～カンパニアン）までが含まれている可能性かある．
　有岡層・中村層の二枚貝ファウナは，四国では高知県須崎北方の堂ケ奈路（甲藤, 1961 ； 速水・
川沢, 1967 ； 甲藤・田代, 1978),愛媛県宇和島層群,（棚部. 1972),徳島県桜谷地方の野々尻（東
明, 1958)を除く大部分の四万十帯白亜系が，一般にタービダイト性の砂岩・泥岩・緑色岩類で特
徴づけられる深海堆積相を示しているのに対し，有岡層・中村層は比較的二枚貝に富む無層理の黒
色シルト質泥岩層を主とし，含化石石灰岩を爽有することから，かなり浅い堆積相を示している．
　有岡・中村層の北側に分布する愛媛県御荘町付近の御荘層（一部は中村層と対比される可能性が
ある）からもＩｎｏｃｅｒａｍｕｓ（Sj〉heれｏｃＢＴａｍｕｚ）ｉｃｈｍｉｄti，I.ｙｕａ％ai　など数種のイノセラムス化石
が報告されている点をあわせて考えると，カンパニアン上部からマストリヒシアンにかけて，本地
域（有岡層・中村層分布域）の白亜系が，次第に浅海性の様相を示してきたと思われるので，おそ
らく白亜紀末期～古第三系初期の世界的規模で生じたとされる海退現象と呼応する関係がこの四万
十帯の中でも認められるようである．
　最後に，本研究を進めるにあたり，九州大学名誉教授松本達郎博士には，本地域に産するアンモ
ナイト・イノセラムスに関して貴重な御助言ならびに御鑑定を頂いた，また，大阪大学の中世古幸
次郎博士からは，須崎層の放散虫化石に関する重要な御教示を頂き，また本教室の平朝彦博士か
らは本研究にあたり種々の御協力を頂いた．これらの方々に筆者らは衷心より厚く御礼申し上げま
す．
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PLATE　I
図版１説明
NａｎｏｎａｕiｓｅｌｏｎｇａtｕｓａｍａｆｅｕｓｅｎｓiｓTashiro and Otsltka
　　１，左殼，×１，産地：国見（有岡層）
　　２．左殼，×１，産地＝平野（中村層）
　　３．左殼内型，×１，産地：江ノ村（有岡層）
Ｐａｒでａｍｕｓｓiｕｍn.sp.
　　４．殼，×１，産地：平野（中村層）
　　５．同標木内型印象，×１
ＰａｒｖａｍｕｓｓiｕｍＳＰ．Ｂ　　　　　　　　　　　　　　･･
　　６．殼内型印象，×1.2,産地：大道坂（有岡層）
Thｙａｓiｒａn. sp.
　　7.左殼内型印象，中央に殼片の一部か付着している，×１，産地：鹿島（有岡層）
　　８．同標本の背部からの写真，×1　　　　　　　　，
IｚｕｍｉｃａｒｄｉａｐａｒｖａICHIKAWA and Maeda
　　９，右殼，×２，産地：鹿島（有岡層）
yりihrodina aff.ＩＺＵ刀ｌｅｎｓtｓICHIKAWA and Maeda
　　１０.左殼，×１，産地：影地（中村層）
Ｐｅｒiμｏｍ:ｙａｎａｇａｏｉICHIKAWA and Maeda　　　　　　　　　　　。
　　11.左殼，×１，産地：大道坂（有岡層）
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PLATE　２
図版２説明
IｎｏｃｅｒａｍｕｓｓhifeotａｎｅｎｓtｓNagao and Matsumoto
　　１，右殼，×１，産地：国見（有岡層）　　　’
Ｉｎｏｃｅｒａｍｕｓaff.ｖａｎｕエｅｍｉMeek and Hayden
　　７．左殼，×１，産地：本城山（中村層）
Ｉｎｏｃｅｒａｍｕｓbalticｕｓbal£icｕｓBOHM
　　３.右殼（下），左殼？（上），×１，産地：江ノ村（有岡層）
ＩｎｏｃｅｒａｔｎｕｓhalticｕｓfeｕｎｉｍtｅｎｓiｓNagao and Matsumoto
　　２.右殼，殼頂部がよく保存されている，×１，産地：本城山（中村層）
　　４．右殼，×１，産地：本城山（中村層）
Ｉｎｏｃｅｒａｍｕｓaf!，hetｏｎａｉａｎｕｓMatsumoto,M. S.
　　5.左殼，殼頂部か不完全，×１，産地：ハソウダ（中村層）
Ｉｎｏｃｅｒａｍｕｓｎ. sp.
　　6.左殼，×１，産地：手代岡（有岡層）
ＩｎｏｃｅｒａｍｕｓhalticｕｉtｏｙａｊｏａｎｕｓNagaoand Matsumoto
　　８.左殼の破片，×１，産地：久保川（須崎層）
　　９．左殼，腹縁部か不完全であるか，殼頂部の保存良好，×１，産地：津賀（須崎層）
Ａｃｉｌａ　(Ｔｔ･ｕｎｃａｃｉｌａ)　ａｆｆｉ，ｓhim。jtｎｉｅｎｓｔｓ　ＴASHIRO
　　１０.右殼，×１，産地：小島（有岡層）
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甲藤・田代：四万十帯の軟体勁物ファウナ（第３報）
１
図版　.2
PLATE　３
図版ろ説明
Iｎｏｃｅｒａｍｕｓaff. ｍｔｈｏｅｎｓiｓMatsumoto
　　１．右殼印象，腹縁部は不完全，×１，産地：若井川（須崎層）
Ｊｎｏｃｅｒａｍｕｓcf. ａｍａｋｕｓｅｎｓiｓNagaoand ＭＡＴｓＵＭＯＴＯ＜
　　２．右殼印象，×１，産地：窪川（須崎層）　　’
　　３．同標木ゴム型，×１
Ｉｎｏｃｅｒａｍｕｓａｆ!，ｃｏｎｃｅｎtｒicｕｓs. I. Parkinson
　　４.右殼，殼頂部，前縁部不完全，腹縁部一部欠けている，×１，産地：竜崎（須崎層）
Ｍｅｓomiltｈａｎ. sp.
　　5.左殼内型ゴム型，×１，産地：樽（須崎層）
　　６．左殼外型ゴム型，腹縁部が不完全，×１，産地：同上
Ｓｏｌｅｍｙａsp.
　　7，左殼，前縁が欠けている．×１，産地：樽（須崎層）
甲藤・田代：四万十帯の軟体動物ファウナ（第３報）
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